
長泉町・さわやかハイキング報告書 

通算山行 NO ＮＯ．７５（Ｂ隊） 報告者 河野 光江 

年 月 日 ２００９年１２月２１日（日・快晴・強風） ２万５千  湯ヶ野 

山  名 天城・登り尾 （１０５７ｍ） 

体力度＝３・普通  技術度＝３・普通  藪漕度＝ない  道標＝ある  三角点＝二等三

角点  点名＝梨本村  トイレ＝二階滝駐車場  よこお荘＝１５００－ 

寒寒寒寒っっっっ！！！！のののの登登登登りりりり尾尾尾尾、、、、暖暖暖暖のののの忘年会忘年会忘年会忘年会    

コース 

 とタイム 

裾野市役所５：００－長泉なめり駅５：０５－農協５：１０－下土狩駅 

５：１５－三島本町５：２５ー大場駅５：３５－修善寺ー天城旧道ー 

登山口７：００～７：０５―登り尾山頂８：４０～８：５５－新山峠９：２０

－寒天車道９：３５―寒天橋１０：０５ー白浜・民宿よこお荘１１：００～ 

１５：００（忘年会）－下土狩駅１７：３５－長泉なめり駅１７：４０ 

標  高 差 
上り 旧道約４８０ｍ～登り尾１０５７ｍ＝約５７７ｍ 

下り 登り尾１０５７ｍ～寒天橋約６５０ｍ＝約４０７ｍ       

参 加 者 

ＣＬ・後藤隆徳、伊藤従人、伊藤陽子、近森正彦、大川章子、中村圭吾 

永尾広、村上充彦、村上美恵子、峰田光江、鈴木恵美子、佐々木和雄 

植野茂利、芹沢圭子、河野光江＝以上１５名      

 

 今日は２００９年最後の山行であり、忘年会を兼ねている。１週間程前から伊豆半

島・伊東沖で群発地震が続いているので、中止か？と思われたが実施された。 

 みやび観光さんのバスは、各ポイントで参加者を拾いつつ、夜明け前の暗闇の中を

激走して（おちおち寝ていられない程の揺れだ！）、旧天城トンネルを抜け、７：０

０、登山口に到着。車道をわずかに歩くと右手に変電所の建物が有る。 

７；１５頃、車道をそれて右へと入り登って行く。ほどなく下り道になり小さな沢

にでる。そのまま沢を登る。チョロチョロと水が流れ滑りやすく登りにくい。 

 

                  面白木に上るのは何方ですか～？？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             ヒメシャラ林を上る 

  

 



沢の手前に手作りの“鍋矢歩道”という道標が有ったので登山道なのだろうが、あ

まり歩かれていないようだ。またしてもオーソドックスなコースではなく、後藤ＣＬ

の罠（？）にハメラレタ感じだ。 

 ７；２５、沢と別れけっこう急な登りとなる。落ち葉が積もった道らしからぬ道を

登るのは大変だ。荷も重い。おまけに日差しが無く、風も強く寒い。 

 ８；０５、丸太で整備された広々とした尾根道に出る。両側の展望が開け日差しが

うれしい。“登り尾歩道に至る”の道標を過ぎ再び林の中へ。大きなコブや穴の有る

樫の大木が有り、近森さん、永尾さんがさっそくクライミング。楽しそうだ。この後、

山肌をトラバース。 

風はますますうなりをあげて吹きすさび、バランスを崩さないよう前傾姿勢を取り

ながら進む。あまりの寒さに指先がかじかんで、何の因果で年も押し詰まった今日こ

の日にこんな寒い思いをしながら山を登っているのだろう？と自問しながら黙々と

登る。すこしきつい登りもしだいに緩み、登り尾山頂に到着。山頂は林の中の広場の

様で、二等三角点が有るものの北東側に少し展望が有るのみ。強烈な寒さで止まって

いられない。集合写真を撮り１５分程で下山開始。ヒメシャラの木が目立つ林を、白

浜の民宿の温かいお風呂を思い浮かべつつ猛スピードで下る。３５分程で真新しい道

標の有る新山峠に至る。左折、寒天車道を目指す。 

 

 

                     かつての山名「登り尾山」が直された 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         土肥・Ｙ氏の山名板 

 

 

ここからはしっかりと整備された道が続く。あちこちに３０ｃｍはありそうな霜柱

が出来ている。木材をふんだんに使って作られた橋を３カ所渡る。沢には白鳥が翼を

広げた様な氷の芸術品が有った。伊藤さんが教えてくれる。 

 寒天車道から左手に登り尾の稜線を見つつ３０分程下る。途中見事な３本の“御礼

杉”が有った。“御礼杉”や“登り尾”という珍しい山名に何かいわれがあるのだろ

うか？ 

 １０：０５、寒天橋で待機していたバスに乗り込み、いざ白浜へ！鍋矢、登り尾ト

 

 



ンネル、河津ループ橋と走り、１１：００、民宿「よこお荘」に到着。ポカポカ、ま

ったりの入浴を済ませて、さわやかＡ隊に負けじと揃えられた御馳走や具たっぷりの

お鍋、みやび観光さんからの差し入れのにごり酒など加え、乾杯の音頭とともに忘年

会が始まった。今年の山行の思い出や反省など、来年の山行のこと、一人一人のとっ

ておきの話などで大いに盛り上がった。 

 １５：００、民宿「よこお荘」を出発。途中、浄連の滝でトイレ休憩をとり、１７：

３０頃、無事帰宅した。 

 後藤ＣＬをはじめ、皆さん、この１年間楽しく無事故で山に登れた事、感謝致しま

す。ありがとうございました。来年もよろしくお願い致します。 

 

 

                    頂上は寒かったが、誰かさんはビアをやった！？ 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          大きなブナ 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     豪華で美味しい料理の数々 

 

 

 

 

 



 

                     ウツボ鍋は絶品でした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

Ｂ隊・２００９年度努力賞 

村上さんの表彰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登り尾頂上 

 

 

 

 


